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清代泉州晋江帆船による海洋文化交渉
松　浦　　　章
Marine Cultural Interaction caused 
by Chinese Ships from Fujian Jinjiang in the Qing Era
MATSUURA Akira
　　Quanzhou has been known as a harbor city of China since ancient times, and its 
specifi c evidence was the discovery of a sunken ship found in Houzhu in Quanzhou Bay 
in 1973 to 1974. The discovery of this sunken ship greatly shocked the world’s academic 
community and developed into the new study of cultural interaction with the vocabulary 
“Silk Road of the Sea.” Though the discovery of the sunken ship stimulated East-West 
cultural interaction widely throughout the world, who the people in the coastal area who 
supported the international expansion of Quanzhou since ancient times really are has not 
been so clear. According to History of Foreign Product Market, the 27th volume of 
History of Jinjiang by Dao Guang, though Jinjiang in Quanzhou is located in the coastal 
area, there was no trading point for foreign trade. However, small ships were built, and 
people were engaged in commercial activities in the ports of Hanjiang, Yongning, 
Xiangzhi, and Shenhu. The ships belonging to these areas went to Jiangsu Province and 
Zhejiang Province in the north and Guangdong Province and Taiwan in the south, and 
many of them worked not only in the coastal area but also internationally. The goods 
from Taiwan were carried to Jiangsu Province, Zhejiang Province, and Guangdong 
Province by ships from the Quanzhou area.
　　Based on interviews with several people who were captains of wooden shops in the 
ports in the coastal area in Fujian Province in August 2008 in cooperation with Quanzhou 
Museum of International Transportation and Communication History, I’d like to consider 
how the people in Jinjiang during the Qing Era went overseas and reveal the reality of 
voyages by ships from Quanzhou in Fujian Province.
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はじめに
　『明史』卷八十一、志第五十七、食貨五、市舶に、「寧波通日本、泉州通琉球、廣州通占城・暹羅・西
洋諸國」1）と記されるまでもなく、福建省の泉州は浙江省の寧波、廣東省の廣州などと共に古来より中
国を代表する港市として並び称せられてきた。その具体的な証拠の一端が、1973年 8 - 9 月と1974年
 1） 『明史』、中華書局、1974年 4 月、第 7冊1980頁。
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6 - 8 月の泉州湾后渚における発掘調査によって発見された沈没古船の存在であった2）。この沈船の発見
は世界の学界に大きな衝撃を与え、“海上絲綢之路”3）なる語彙とともに文化交渉の新しい学問を発展さ
せてきたのである。
　沈没古船の発見は、広く世界の東西交渉史研究には大きな刺激を与えたことになったが、古来より泉
州の海外発展を支えて来た沿海民衆の実体的姿はそれほど明らかにされてきたわけではない。ところ
が、道光『晋江縣志』巻二十七、蕃市志によれば、
晋江轄地雖濱海、不立蕃市、蓋夷舶不到之區也。内惟蚶江、永寧、祥芝、深滬數處、或造船小船、
不過商漁貿易而已。其船上可通蘇・浙、下可抵粤東。即臺灣運䫡、亦用此船、未嘗更造夷舶所售貨
物、臺灣惟米・豆油・糖、運到蚶江、出入稽査、係海防廰管理。蘇・浙・粤東所䫡糖・物・棉花等
貨、往來皆由南門外、海關査驗、以防私販私售、故未嘗立蕃市之法云。4）
とあるように、泉州の晋江は沿海地区に位置するが、外国貿易のための交易地は設けられていなかった。
しかし蚶江、永寧、祥芝、深滬などの数地点では、それぞれ小型船舶を造船し商業活動や漁猟に従事し
ていた。そしてこれらの地域の船舶は、北は江蘇省や浙江省、南は廣東省までもその活動範囲を保持し
ていた。とりわけ、臺灣との間の航運活動の多くはこれらの地の船舶が行っていたとされる。臺灣から
これら泉州地区の船で運ばれてきた米穀や砂糖は、また臺灣へ運ばれる豆油などは蚶江で、江蘇省や浙
江省または廣東省方面へ運ばれる砂糖や運ばれてきた棉花などは晋江南門外税口で検査されていたので
あった。このように、泉州地域の船舶は清代における沿海・海外への重要な商品流通を担っていたので
ある。
　2008年 8 月に泉州海外交通史博物館の協力を得て、福建沿海の港湾において古く木造帆船に乗船して
いた数名の船長経験者による聞き取り調査を行うことが出来た。その結果などを踏まえ、清代泉州を代
表する沿海の晋江の民衆がどのように海上へ進出していたかを述べ、清代における泉州地域における帆
船航運の実態を解明できればと考えるものである5）。
一　福建泉州の海港と20世紀前半の晋江木造帆船の活動
1 ）福建泉州の海港
　明末の顧炎武の『天下郡國病利書』原編第二十六冊、福建、信地によれば、
 2） 泉州湾宋代海船発掘報告編写組「泉州湾宋代海船発掘簡報」『文物』1975年第10期、1975年10月、 1～ 8頁。同誌
には同発掘沈船に関する論考が他に 3点収録されている。
 3） 1991年 2 月に泉州において “中国與海上海上絲綢之路” の国際学術討論会が開催されている。聯合国教科文組組織
海上絲綢之路総合考察、泉州国際学術討論会組織委員会編『中国與海上海上絲綢之路　聯合国教科文組組織海上絲
綢之路総合考察、泉州国際学術討論会論文集』福建人民出版社、1991年 1 月。
 4） 『晋江縣志』上、福建人民出版社、521頁。
 5） 泉州民衆の家譜資料を利用して海外進出に関して述べたものに次の論文がある。　粘良圖「清代泉州東石港航運業
考析―以族譜資料爲中心」『海交史研究』2005年第 2期。　陳支平「清代泉州晋江沿海商人的郷族特征」『清史研究』
2008年第 1期、20～36頁。　粘氏の論考は、泉州東石港近郊の郷族による海上進出を概略的に述べたものである。
陳氏のは、家譜資料、契約文書、書信などを利用して晋江の沿海商人の郷族的特質を解明したものである。
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按泉郡濵海、綿亘三百里、與島夷為隣、其最險要、宜防之地有三。一曰崇武、在惠安之東北、接䈬
洲、與興化連界、西通泉州大港、東接海洋、南與祥芝對峙。正當泉之上游、海寇入犯、首當其衝。
一曰料羅、在同安極東、突出海外、上控圍頭、下瞰鎮海、内捍金門、可通同安・髙浦・漳州・廣潮
等處、其澚寛大、可容千艘。䆛接濟萑苻之徒、皆識其地、以為標凖。嘉靖間、倭寇由此、登岸流毒
最慘。一曰舊浯嶼、在同安極南、孤懸大海之中、左連金門、右臨岐尾、水道四通、廼漳州・海澄・
同安門戸、國初設寨于此、最為遠慮、至崇武而南有永寕、料羅、而上有圍頭・舊浯嶼之北、有擔嶼・
烈嶼、南有卓岐鎮海、皆海寇出入之路。抑其次也。……6）
とある。福建の泉州府下の沿海の状況について述べている。ここでは倭寇などの海寇からの侵入に対す
る防備上の視点から記されてはいるが、泉州の崇武、料羅、舊浯嶼、厦門、金門などの主要な港や小さ
な漁港までも詳細にあげられているであろう。
　さらに清代の陳倫炯撰になる『海國聞見録』の「天下沿海形勢録」においても泉州沿海の状況が述べ
られている。
泉州北崇武・獺窟、南祥芝・永寧、左右拱抱内藏郡治下、接金厦二島、以達漳州金為泉郡之下臂、
厦為漳郡之咽喉、漳自太武、而南鎮海・六鼇・古雷・銅山、懸鐘在在、可以寄泊、而至南澳、以分
閩粤、泉漳之東、外有澎湖島三十有六。
とある。泉州の北部には崇武や獺窟、南には祥芝や永寧などが厦門と金門と同様に重要な地であった。
　また清の陳盛韶撰の『問俗録』卷六、海防によれば、
臺灣廣不滿二百里、綿長二千餘里。濱海之鹿耳門・鹿仔港・八里坌・五條港、商船輻䶦、資重不下
數十百萬金、宜爲洋盗所窺伺、而䫶案頗少、何也。内地如深滬・獺窟・祥芝・東石諸澚、犬牙而列、
藏風避浪、匪船易於出没、即浙・粤兩省、南北伺劫、多傍内洋而行、兼以毎没四出、海物維錯、匪
民領給牌照、託稱採捕、得利為漁、失利為盜。如惠安縣之崇武、有白底船、同安縣之潘塗、高崎、
䖃頭、杏林有草䍄船。漳浦縣之井尾、白沙、將軍澚有虎艚船。詔安縣之含英村、洋尾村、陳城墟有
租漁船。興・泉等府、又有小猫纜。亦名白水船。風帆最迅、破浪如飛、均帶鎗砲軍器多人、故劫案
多。臺灣重洋大海、小艇難行、海口無多、皆有文武員弁巡査。匪船不敢入口、且朝夕潮湧、魚䩬稀
少。海物多販自澎・淡、而樟板奉禁、木料極貴。澎・淡小船、亦由泉州買來。無漁船、無漁人、不
諳海道、不諳運駛、安能出洋為匪。故䫶案少。……
とある。本記事は道光十三年（1833）当時において臺灣鹿港海防同知を務めていた湖南の人陳盛韶が記
したものである。臺灣の実情と対岸の福建泉州漳州沿海の海防の事情が具に描かれている。特に臺灣の
鹿耳門・鹿仔港・八里坌・五條港の諸港と対峙する泉州側の港が「深滬・獺窟・祥芝・東石諸澚」とす
るなど実情に関与した人物でなければ記すことができなかったであろう。それだけに深滬・獺窟・祥芝・
東石諸澚は注目すべき港口であった。
　清朝によって康煕二十二年（1863）に台湾が平定されると工部尚書となった杜臻は内閣学士の石柱と
ともに福建及び廣東沿海の実情調査を命じられ、康煕二十二年十一月から二十三年五月にかけて沿海の
状況を見聞している。その際の記録が『閩粤巡視紀畧』である。杜臻は『閩粤巡視紀畧』巻四、四月癸
 6） 『天下郡國利病書』下冊、中文出版社、1975年 4 月、1287頁。
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酉には泉州府に至り、泉州府治下の海疆、安海堡、東石、霊源山、陳埭、日湖、圍頭湾、福全所、島潯、
深滬、観樹塔、永寧衛、祥芝澳、法石山、洛陽橋などを巡視した。このうち祥芝澳について、
祥芝澳在二十都、故有巡検司、距縣五十里東面大海、南接永寧、北臨支海、與崇武相對。澳内可泊
南風船五十餘支海中有臭塗可泊南北風船二三百、皆極衝地也。・・・祥芝之名、始于此明、有高士
趙復、字無疾、博学好古、爲一方所嚮慕、年九十五卒、學人私諡荘節先生、虎岫巌在大孤南五里許、
巌石光潤林本䡨舊與海上諸山絶異、毎八九月、爲士女遊嬉之地。
とある。祥芝澳は明代に巡検司が設置されて以来、沿海の要地として注目されてきた。そのことは、祥
芝東城城隍廟重建委員會が丁亥年（2007年）に建てた「重建祥芝東城城隍廟碑記」にも見られ、
人海大千界、神機第一關、城隍變理陰陽、威靈顯赫、祥芝靈毓秀、海濱要地。明代洪武年間、江夏
侯周徳興創建祥芝巡検司司城、隷属永寧衛、故迎奉忠佑侯、城隍于此。保境安民、神通廣大、四方
善信、往来商賈視爲保護神、先民開發臺灣、拓殖南洋、亦無不受其庇護。
とある。祥芝の東城に城隍廟が創建されて以来、各地からの商賈が来航し、また臺灣や東南アジアへの
一拠点として注視された歴史を回顧している。
　道光『晋江縣志』巻二十四、榷政志によれば、
關設在南門外等處、凡商船越省貿易出入者、官司徴税。南門外税口一所　法石税口一所　蚶江税口
一所　馬頭山口一所　安海税口一所　臭泥哨一所　陳埭哨一所7）
とあるように、泉州では商船の出入を扱う税口に上記の南門外、法石など七箇所があった。
2 ）　20世紀前半の晋江木造帆船の活動
　20世紀前半まで木造帆船が活動していた時期におけ
る晋江の船員の状況を探るべく2008年 8 月 5 日に福建
省泉州地区の石獅市祥芝（xiangzhi）漁港を訪れた。
調査に際して、泉州海外交通史博物館前館長の王連茂
研究員の御尽力を賜った。また通訳は関西大学大学院
博士前期課程の王亦錚氏、現地への案内として黄暁坪
氏（1954年生）、曾国平（1957年生）氏の協力を得た。
記して謝意を表する次第である。
　石獅市祥芝（xiangzhi）漁港において聞き取りをし
たのは次の方々であった。
　　蔡久芳（1944年生）　もと船長　今は退職
　　蔡加送（1947年生）　もと船長　今は退職
　　蔡天生（1949年生）　現役船長
　　蔡金川（1944年生）　賑房　漁業基地の会計担当
　　　　　　　　　　　 「出海」とも呼ばれる
 7） 福建地方志編纂委員會主編『晋江縣志』上、福建人民出版社、1990年 7 月、512～513頁。
釣艚：泉州海外交通史博物館前展示
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　船長達は、1984年前まで木造帆船に乗船していた。今も船体は木造船であるがエンジンが装備されて
いる。船長達は、殆どが小学校を卒業すると船員となった。乗船した木造帆船は「釣艚」の名称の船で
ある。現在泉州海外交通史博物館前の池に展示されているものと同形式のものである（写真参照）。
　船長達が乗船した帆船の規模は、60噸程度のものが多かったが、大型船は全長30～40m、船幅は
6 m、船深 3 mのものもあった。
　主に海上活動の業務は、漁労が中心で漁労海域は舟山列島から粤東即ち廣東省東部沿海に及んでい
る。祥芝漁港では最大の船が 8隻あり、それで船団を組織して 5箇月の操業に出ている。収入は、1950
年代は一か月20元ほどであったが、現在は2,000～3,000元で船長は20,000元である。
　漁労によって収穫する魚類は帯魚、烏賊、黄花魚、妫魚で刀魚とも呼称、伸、カニは地元では䴼と言
う。「魚金魚土」と言う諺がある。魚が少なければ、高く売れ、多ければ安いとの意味である。各海域
の漁労における収穫物は、漁労海域から最短の港に水揚げする。高価な魚は紅花魚であり、重さは 2～
3斤で金色しており高価で売れた。
　祥芝漁港では、現在400艘の漁船があり6,000～7,000人が働いている。一隻の売り上げは80～100万元、
2006年、2007年が最高の売り上げがあった。祥芝漁港は村レベルでは、中国全土で最大の売り上げをあ
げており、 2億元とのことである。最大の水揚げを誇る魚は鯖で中国の東北部やフィリピンへ搬出され
ているとのことである。
　木造帆船の輸送船の乗員としての航行範囲としては、商品輸送の一環として北は大連、山東、南は海
南島までの海域に及んでいた。台湾までは75浬、10時間ほどの航海距離である。沿海航海の航路は上海
から汕頭、海南島の海域であった。沿海において海流が激しく航海の難しい海域は、海壇峡水路で福建
省の福州の平壇海域と、海南島付近の外蜀川水路　である。
　木造帆船の船名には金仙泰、蔡徳美、協進發などが付けられた船があった。「金」を付けるのは吉祥
を意味するとのことである。
　運搬船、輸送船の際の底荷バラストとしては、貨物が無いときには砂が用いられた。バラストは、時
には100噸も積載したが、普通は20～30噸を積載していた。輸送品は主に様々な貨物である「百貨」で
あり、主として乾物や布、綿布などが多かった。
　旧暦の五月頃は、東北風が吹くので北へ航海し、北へは 1か月の航海であり、現地での滞在は 2～ 3
芝祥漁港港内（2008年 8 月撮影）
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か月するのが普通であった。現地の船問屋である船行は決まった船行に依頼する。その理由は信用の問
題であって、毎回替えたりしない。旧暦の八、九月には西北風が吹くので南へと帰帆してきた。
　祥芝の船長達は、船神についての信仰について聞くと、彼等は土地の守り神を祀るとのことで、媽姐
も祀るが、地元の神が最も重要である。その神とは李、朱、池三姓の三王府（王但）8）である。また船
には全ての神様の名を書いた旗を立てた。旧暦の五月十三日は、地元の神のお祭りの日である。
　船舶内にどのような神様を祭祀していたかは極めて興味深かったので、再度確かめたが、以上と同様
な返答であった。清代に琉球国へ漂着した中国帆船の多くは、船内の祭祀は「天后娘々」、「奉天上聖母」、
「聖公但」、「九聖菩薩」、「千里眼将」、「順風耳将」、「観音菩薩」、「関聖帝君」、「三官大帝」などが見ら
れるのが通例であった9）。しかし、道光六年十二月二十三日（1827・ 1 ・20）に琉球国の今帰仁運天に
漂着した蘇州府崑山県陳福利牌照、崑字二十七号商船は、舵工陳志貴の口述では、
其船主陳継松、併不在船、通船人数、共計二十名、去年十一月、在上海県、装載貨物、要到山東省
 8） 王但は一般には李王但、張王但、陳王但を言い、一人の神ではなく多くの種類がある。二階堂善弘『中国の神さまー
神仙人気者列伝』平凡社新書130、平凡社2002年 3 月、187頁。
 9） 松浦章「18-19世紀における南西諸島漂着中国帆船より見た清代航運業の一側面」『関西大学東西学術研究所紀要』
第16輯、1983年 1 月。
芝祥・斗美宮（2008年 8 月撮影）
祥芝・斗美宮内の奉納品　左：木造帆船　右：船主各自が一個の御供
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膠州口交卸、於初十日出口、同日往到崇明、十六日崇明放洋、不意在洋、屢次遭風、䜤䖀失舵、即
将所載貨物伍分之一、丢棄下海、任風漂流、十二月二十三日、漂到貴轄地方等語。10）
とあるように、道光六年十一月に上海から山東の膠州に赴き交易をして帰帆し、長江口の崇明島付近で
海難に遭遇して琉球国に漂着している。その積載品の中に、
　　　　計開随帯物件
　　一　奉敬関聖帝君　一座　　関平　　一位　周倉　　一位
　　一　奉敬天上聖母　一座　　順風耳　　一位　総官公　　一位　千里眼　　一位
　　一　衣箱　　　　二十個　　一　花尖帋　六百八十九塊（以下略）
とあるように、天后媽姐だけではなく関帝などを船内において祭祀していた例があるが、芝祥の船舶の
ように、船員の郷土において祭祀される神を祀る例は極めて珍しいと思われる。
　船の所有者は船主と呼称し、船戸とも言うことがある
　　老大　一名　副老大　一名　水手10名、大型は50～60名
　　水手　工社とも呼んだ。シンガポールなどでは苦力とも言う
　　総鋪　船の料理係　Zonhon　現地の発音　
　食糧は米、水、塩、生姜　干し大根を積載していた。
　1960年頃の造船費は、大型船の造船費の場合、八万元で小型は一万元であった。
　航海日誌は、船長がつけるが、必ず記録したわけではない。
　　海流名　黒潮　現地の言葉で「Ouchou」と発音　白水は台湾澎湖島近海の海洋を言う。
　　最近は 8隻（祥芝の大型船が 8隻）で 5個月操業する。
　　　12時前を「上半夜」、12時以降を「下半夜」と呼称されている。
　　　　乙は角度で　105/205度を意味する。
　　　暖流と寒流が交わるあたりが「流匯」と言い、魚がよく捕れる海域である。
　　浙江の北久山の海域の附近は航路として避けられない海域である。
　　禁漁は十年ほど前から行われており海域により異なる。
　　木造帆船は全長30～40mで60～70噸、乗員50～60名である。
　　船神のお供えは線香を立てるだけで、三牲（魚、鶏、豚）をお供えする場合もある。
　　祥芝の先人である蔡継龍は、嘉慶16年出生で源順号を所有していた。
　　　　10,000包みを積載できた。一包みは180斤で約60kg、600噸を積載できた。
　　一更は約20cmの線香が燃える時間は約 2時間に相当する。
　　民国時代のことわざ　「富貴貧賤」富は厦門、貴は金門、貧は澎湖島、賤は平潭を意味するとのこ
とである。
　　尾は海に近いところ、頭は村の入口、「失山」は港の意味で澳とも同意である。
　　海賊にあった経験は無いとのことである。有名な例は次のものを示された。
　　　民国　瀬窟　曾漢　　　清　大嶼山　蔡牽
10） 『歴代寶案』第二集144、5994、5996～5999頁。
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　　須打水：必ず測水しなければならに。
　　点水：竹棹（ 5～6m）で水深を測る。
　　清浄：水底に岩礁などが無い状態を意味する語彙として使われている。
　祥芝では1980年～2002年頃までマグロ漁もしていた。その後は、利益が少ないので止めた。捕獲した
マグロは香港の仲介業者である遠泰公司を通じて日本へ売られていた。
　2000年に、祥芝の船長がミクロネシアの波納佩島での海岸で「元祐寶錢」を見つけた。元祐（1086～
1094年間）の年号を有する銅銭が太平洋の島嶼部までもたらされていた例である。
　近くの東白宮（廟）に赴いた。もと明の巡検司蹟に立てられたものである。奉納されている船は、福
建船の特徴を備えたものである。
　16:30に祥芝漁港を訪ずれた。漁船が100隻ほど入港可能な港である。水揚げされていた魚はsaba bala
と呼称されたもので鯖の小形、小鰺に類似していたものであった。その後、近くの三王宮廟を訪れた。
次にこのような祥芝漁港を歴史的に見てみたい。
二　清代晋江帆船の海上発展と晋江・祥芝の蔡氏家譜にみる海上活動
1 ）清代晋江帆船の海上発展
　道光『晋江縣志』巻五、海防志、國朝によれば、
康煕五十八年、覆准凡往臺灣之船、必令到厦門、出入盤査、一體護送、由澎而臺、從臺而歸者、亦
令一體護送。由澎到厦、出入盤査、方許放行。又往臺之人、必由地方官給照。単身游民無照偸渡者、
厳行禁止。11）
とあり、康煕五十八年（1719）に臺灣へ赴く船は必ず厦門で検査を受け、澎湖島を経由して臺灣に至り、
臺灣から帰帆する際にも必ず澎湖島とを経由して厦門において検査を受けねばならなかった。そして臺
灣へ赴く人は必ず地方官より渡航証明書を受けて、渡航しなければならず、単身にて渡航証明書無くし
て渡航することは厳禁されていた。
　先に掲げたように、道光『晋江縣志』巻二十七、蕃市志には、泉州沿海の蚶江、永寧、祥芝、深滬な
どの晋江の船舶は、北は江蘇省や浙江省、南は廣東省までもその活動範囲を広げていた。とりわけ、臺
灣との間の航運活動の多くはこれらの地の船舶が行っていた。臺灣からこれらの船で運ばれてきた米穀
や砂糖または、臺灣へ運ばれる豆油などは蚶江において検査していた。しかし、江蘇省や浙江省または
廣東省方面に運ばれる砂糖や運ばれてきた棉花などは晋江南門外税口で検査されていたのである。
　道光『晋江縣志』巻七十二、風俗志、商賈に、
行貨曰商、居貨曰賈。商賈之名、雖亞乎土、而與農工、均在四民之列、富者上呉下粤、舟車所至、
皆可裕生涯。貧者背負肩挑、里巷徧招、亦堪資貿易。而屯糴稲穀、鬻販魚鹽、種種有之。瀕海之民、
又復高帆健䠡、疾榜撃汰、出没于霧濤風浪中、習而安之、不懼也。趨利之多、自昔爲然。其小者如
賣餳、賣餅、賣茘、賣柑、賣桃李、賣楊梅、賣甘蔗者、煕來攘往、聲満街衢、朝暮不息、總之不離
11）  『晋江縣志』上、福建人民出版社、100頁。
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乎商賈者近是。12）
とあるように、晋江では豊かな人々は造船して北は長江方面へ、南は廣東へと交易していたのである。
　晋江の船主の活動は若干ながら䈕案史料に見られる。康煕五十六年（1717）七月初一日付の直隷総督
趙弘燮の奏摺によれば、
天津道朱綱報稱、本年陸月拾五日、有福建泉州府晋江縣雙䖀洋船壹隻、發字壹千壹百参拾陸號船戸
陳順興、水手拾玖名、装載客貨粗碗壹萬伍千箇、白糖伍百簍、糖菓貳拾肆桶、氷糖参拾桶、竹笋貳
拾陸把、魚翅大小伍梱、烏糖肆簍、水手帯碗壹萬箇。又有福建泉州府晋江縣雙䖀洋船壹隻、發字壹
千伍百貳拾捌號船戸蔡興利、水手拾玖名、装載客貨白糖伍百伍拾簍、氷糖貳拾桶、糖菓肆桶、粗碗
壹萬箇、粗小碗伍千箇、魚鰾壹梱。部牌縣照各壹張、客人貳名、侯世英・黄朝瑞等情前來。據此査
閩船到津、雖所載倶係客貨、但事關海洋船隻。13）
とある。康煕五十六年（1717）六月十五日に天津入港したのは 2隻の晋江の二本帆柱の帆船であった。
晋江縣籍發字1136號、船戸陳順興と水手19名、晋江縣籍發字1528號、船戸蔡興利と水手19名さらに同船
には客の侯世英・黄朝瑞が乗船していた。
　この 2隻の晋江船はおそらく泉州府から天津に直航したとおもわれるが、積載貨物は、
　　陳順興船　　 粗碗15,000箇、白糖500簍、糖菓24桶、氷糖30桶、竹笋26把、魚翅大小 5梱、烏糖 4簍、
水手帯碗10,000箇。
蔡興利船　　白糖550簍、氷糖20桶、糖菓 4桶、粗碗10,000箇、粗小碗5,000箇、魚鰾 1梱。
となるであろう。砂糖は泉州をはじめ閩南で生産されていたものであり、特徴的なものは粗碗であるが、
両船とも一万個と数量が多いが、おそらく泉州府下の徳化か泉州城内に近い磁䙜で生産された安価な日
常雑器の碗であったと思われる。さらに陳順興船には船員の水手の携帯貨物として碗が10,000箇あった
ことである。水手の私的貨物として扱われたものであることは確かであろう。彼等の賃金に替わるもの
か、賃金の一部を補填するために積載された貨物であることは間違いないであろう。清代中国から長崎
への貿易船の乗員にも認められた例14）が知られるが、沿海貿易で明確に分かる例は多くない貴重な記録
と言える。
　晋江籍船は雍正十年（1732）までのべ35隻の天津入港が知られ、明確な138隻の内133隻が福建省の船
で、晋江縣籍船は24%を占めている。閩縣籍34隻、同安縣籍25隻、龍渓縣籍30隻と最も多い割合を示し
ている15）。
　晋江船の活動の例として、琉球国に漂着した記録から、乾隆十四年（1750）に山東膠州との貿易をし
た王源利船、咸豊十一年（1861）七月に祥芝港から出港した蔡保興船がある16）。咸豊十一年十一月
12） 『晋江縣志』下、福建人民出版社、1754頁。
13） 中国第一歴史䈕案館編『康煕朝漢文䉮批奏摺彙編』䈕案出版社、1985年 5 月、1048～1049頁。
14） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月、118～142頁。
15） 松浦章「清代における沿岸貿易についてー帆船と商品流通―」、小野和子編『明清時代の政治と社会』京都大学人
文科学研究所、1983年 3 月、598～603頁。
16） 松浦章「18～19世紀における南西諸島漂着中国帆船より見た清代航運業の一側面」、『関西大学東西学術研究所紀要』
第16輯、1983年 1 月、28～29、51～52頁。
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二十五日（1861年12月26日）に八重山山地方へ漂着した海船、『歴代寶案』第三集 5・ 6文書によれば、
拠本国属島八重山地方官報称、咸豊十一年十一月二十五日、有海船一隻、飄到本山洋面、擱礁撃砕、
詢拠難人船主蔡改等口称、本船係福建省泉州府晋江縣商船、牌名蔡保興、通船人数、共有五十一名、
於咸豊十一年七月十二日、在本縣内祥芝港、装載碗料・木料・白糖等件、出口。二十六日、到天津
府、発売貨物。至十月十六日、装載荳并白荳・粉乾・毡帽・蹇綢・熟地・焼酒・水姻・鳥棗等件。
該処開船、要回福建省。不擬二十八日、䧌遇狂風、把船梢槓尽行打壊、而主聖母牌照貨物衣箱等物、
都失海中、正在危急之際。幸於十一月二十五日、飄到貴山洋面、通船人数、共坐杉板、上岸活命等
語。17）
とある。晋江縣籍船で船戸は牌名にある蔡保興であろう。祥芝港から天津へ向けて碗料や木材そして白
砂糖などを積載して天津へ赴き交易して、天津から豆類などを積載して福建に向けて帰帆中に八重山に
漂着したのである。祥芝港から出帆したことが史料に残された貴重な例である。
　晋江籍船の活動は沿海貿易にのみ限られない、海外へも赴いている。乾隆五年（1740）七月十二日付
の福建臺灣鎭総兵官であった何勉の奏摺に、
晋江縣商船戸蔡長茂、該船戸於上年拾月貳拾壹日、在鹿耳門放洋、遭風飄至番界（蘇禄）、船身撃破、
存活拾人。18）
とある。晋江縣の船戸蔡長茂が臺灣へ行った帰りに海難に遭遇してフィリピンの蘇禄漂着し、船は壊れ
たが10名が救助された。
　乾隆十八年（1753）には晋江縣船戸楊大成が蘇禄へ貿易に
行っている19）。
　乾隆二十五年（1760）十月二十一日付の浙閩総督楊廷璋の
奏摺によれば、
八月十七日有晋江船戸蔡合興洋船、由蘇禄國装載梹榔等
貨回棹、附載蘇禄國番人十一名、并帯燕窩・海参等貨來
厦貿易、随經訊據船戸蔡合興供稱、本年二月二十日、領
照、在厦装貨掛丞出口、原欲赴把刺貿易、因洋中遭風、
損失槓䖋、飄至蘇禄、将貨換食米二百石、海参等物、正
欲回棹。20）
とあるように、晋江縣の船戸蔡合興洋船が、乾隆二十五年
（1760）八月十七日に厦門港に帰帆するが、同船には燕窩や
海参が積載されていた。本来蔡合興洋船は厦門から把刺との
貿易を目指して赴くが、洋上海難に遭遇して蘇禄に漂着し、
17） 『歴代寶案』三集 5・ 6、八五一二、八五一九～八五二二頁）
18） 中国第一歴史䈕案館編『清代中国與東南亞各国関係䈕案史料匯編』第二冊、2004年 1 月、120頁。
19） 『清代中国與東南亞各国関係䈕案史料匯編』第二冊、178、179頁。
20） 『清代中国與東南亞各国関係䈕案史料匯編』第二冊、202頁。
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蘇禄で交易し帰帆したのであった。
　雍正五年（1727）七月初十日付の福建総督の高其倬の奏摺によると、
査福建往安南貿易之洋船、多有往南洋去者、今據厦門同知將備各員禀稱、有往安南貿易洋船二隻回
厦、實係往噶喇吧回來、所帯回貨物、係海参・蘇木等物、亦帯回米三百餘石。21）
とあるように、福建船の中にはベトナムへ赴き貿易するものもがあった。中にはベトナムへ行くと称し
てインドネシアのジャカルタへ赴いた船もあった。
　晋江の船商がベトナムの會安Hoianまで進出していた記録が、同地の福建會館に残されている。右に
掲げた写真がそれである。2008年 9 月のベトナムのホイアンでの調査の際に見つけたものである。碑文
の釋文は次の通りである。
　　　　念光彩不忘慈心化一南船扶救光彩衆安全具飄
　　　　中困苦年餘
　　　娘娘焉得何罪受此之厄無他爲弟子求財故也午時
　　　　請從水中扶抱金身登山到占城錦安之地就此重
　　　　建六十餘年因茅廟不能長久于茲年三月間遣衆
　　　　興厄廟靈慈揚名濟非圖財求利而至此也陳此
　　　福建泉州府晋江縣沐恩弟子施澤宏敬立
　　　　乾隆丁丑年端月穀立
　乾隆丁丑（二十二年、1757）端月の年紀のあるもので、奉納したのは福建泉州府晋江縣の施澤宏であ
る。当時既に福建から會安まで、おそらく通商のために航海していたことは明らかで、碑の内容も航海
の安全に対して天后娘娘に謝辞を述べたものである。
　このように僅かな例であるが、残された記録から泉州晋江の船戸が積極的に臺灣や東南アジアへの帆
船貿易を行っていたことが知られるのである。
2 ）晋江・祥芝の蔡氏家譜にみる海上活動
　『高宗實録』巻一一八二、乾隆四十八年（1783）六月乙亥（十五日）の条に、
閩浙總督富勒渾奏稱、漳泉沿海一帶、請酌量添兵、併移駐員弁增添䗸守事宜。一、泉州府屬晉江縣
之蚶江地方、濱臨洋面、港䰝叢雜、且附近伍堡巖、古浮港、俱偏僻邊海、最易偷越。22）
とあるように、漳州並びに泉州の沿海地域は海防上で重要な地域であった。とりわけ泉州府下の晋江縣
の蚶江地方は海に臨み複雑な海岸線のある地域であった。その中に、以下に述べる祥芝も含まれている。
　祥芝は泉州湾頭の南に位置し、北の崇武と対峙する位置関係にある。当然古来より海洋との関係が密
接であった。祥芝は現在泉州地区において石獅市に属しているが、清代には晋江縣の一部であった。そ
こで清代晋江祥芝に居住していた蔡氏一族の家譜から、海洋との関係について見てみたい。
　ここで取り上げる家譜『芝山蔡氏純仁公派譜牒』は、泉州海外交通史博物館が所蔵する複本であるが、
21） 『宮中䈕雍正朝奏摺』第 8輯、国立故宮博物院、1978年 6 月、524頁。
22） 『清實録23高宗實録15』中華書局、1986年 5 月、838頁。
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縦27.3cm、横19.6cm、全七冊で道光己丑（九年、1829）重脩の刊本である。
　『芝山蔡氏純仁公派譜牒』序の「重脩芝山蔡氏純仁公派譜牒序」には、次のようにある。さらに関係
記述を以下抜粋した。
我家之有譜、由来久矣。肇自明起日、公爲圖、於前使、知根幹枝葉之従衍爲牒、於後使、知昭穆尊
卑之有序、歴至大清乾隆丁酉譜牒。凡經四脩焉。願自丁酉至道光己丑年經五十餘載、其間譜牒不無
蛙□齒、……
　道光十四年　三月　十四世裔孫大徳序
　　第二巻
第九世
　萬鰲唯哲公三子行十八生崇禎壬申年八月二十一戌時故辛卯年又二月初十日沈没不得尸葬
　娶陳氏
第十世
　肇玕　 字宗䌐文開嗣子即賡基公次子繼行八行。生崇禎癸未年十月二十八日寅時。未娶。沈海而没、不
得尸䭡。　弗嗣。
　肇璠　 字宗貴賡基公三子行十三。生順治丙戌年五月十四日午時。未娶。於丙辰年四月十五日沈船、而
没不得尸䭡
第十一世
　珕周　 字錫朝　名聘珍公長子行二十三。生康煕己巳年又三月二十三日未時、故乾隆辛酉年七月十九日
申時、在船遭風沈没、不得尸䭡。
　嗟周　字錫　名旺肇璘公次子、行二十九。生康煕甲戌年又五月二十七日酉時。故康煕戊戌年十二月初
四日　時、在起冬船遭風沈没、不得尸䭡。
　送周　 字錫　肇衍公四子、行四十一。生康煕丁亥年七月初十日辰時。故乾隆乙亥年六月二十日巳時、
在船遭風沈没、不得尸䭡。
第十二世
　凝杓　 字中奪　謨周公長子行六。生康煕壬申年九月二十三日辰時。故康煕壬辰年五月十二日吉時、在
䈬州東䐟沈船、不得尸䭡。
　凝妙　 字中　　謨周公次子行十七。生康煕辛巳年九月二十四日亥時。故乾隆乙亥年六月二十日巳時。
在崇武遭風沈没、不得尸䭡。
　凝樞　 字中言　瑾周公次子、行二十二。生康煕甲申年三月初九日辰時。故雍正丁未年十一月初七日吉
時。没水不得尸䭡。
　凝趁　 字中賛　謨周公二子、行二十六。生康煕乙酉年十二月十八日卯時。故乾隆乙亥年六月二十日巳
時、船在崇武前遭風沈没、幸即拾起以瓦棺䭡本山城后深内穴坐乙向辛兼辰戌。
　凝江　 字中淮　珕周公養長子、行又四十七。生康煕丙申年十一月二十五日巳時。故乾隆辛酉年七月
十九日申時、與父同船沈没、不得尸䭡。
　凝佛　 字中　　嗟周公嗣子、即珒周公次子、繼行五十三。生康煕壬寅年七月二十日未時。故乾隆己卯
年四月初一日酉時、䭡在呂宋山。
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　凝振　 字中　　乾周公三子、行八十二。生乾隆丁巳年正月二十一日丑時。故乾隆乙亥年六月二十日巳
時、船遭風沈没、不得尸䭡。
　凝端　 字中正　登周公次子、行八十四。生乾隆丁巳年三月初八日亥時。故乾隆壬子年七月初二日午時、
在福州港溺水䭡倉前山半嶺。
　凝 　 字中　　賜周公七子、行一百有三。生乾隆戊寅年四月初一日卯時。故乾隆辛丑年六月初六日吉
時、沈没不得尸䭡。
　　三巻　第十三世
　元徳　 字孫齒大譜載名元凝悦公次子行四、生康煕壬辰年十二月十七日寅時。故乾隆丙辰年正月十一日
丑時、船泊東埔被颶風飄至塔仔嶼撃破人船倶失、不得尸䭡。
　元福　 字孫　　凝贊公養長子行又十四。生雍正癸卯年十月初一日辰時。於乾隆乙亥年船在崇武遭颶風
沈水、不得尸䭡。
　元再　 字孫告　凝造公次子。行二十六。生雍正戊申年十二月二十三日午時。故乾隆戊辰年三月初三日
子時、商於海南昌化縣遭風沈船而没。
　元老　 字孫大　凝忠公次子、行二十八。生雍正己酉年六月二十五日卯時、故乾隆乙亥年六月二十四日
巳時、船在崇武遭風沈没、不得尸䭡。
　元書　 字孫　　大譜載名元編、凝宰公長子。行三十五。生雍正辛亥年二月初九日巳時。故乾隆庚子年
六月初六日　時。在船遭風沈没、不得尸䭡。
　元富　 字孫　　大譜載名元頼、凝妙公長子。行四十四。生雍正甲寅年五月十九日未時。故乾隆乙亥年
六月二十日巳時。在崇武前遭風沈没、不得尸䭡。
　元立　 字孫　　凝杓公嗣子。即凝妙公次子。繼行六十。生乾隆丁巳年三月十四日酉時。故乾隆乙巳年
五月二十八日亥時。在旗頭遭風而歿。
　元彩　 字彩　　諡呈章、大譜載名元精、凝詒公養長子。行又七十一。生乾隆庚寅年五月二十日未時。
故嘉慶丙辰年四月二十九日巳時。被賊所害、不得尸䭡。
　元蔭　 字孫　　大譜載名元庇、凝塄公長子。行九十六。生乾隆乙丑年五月二十一日子時。故乾隆丁未
年十一月二十五日吉時。船遭風沈没、不得尸䭡。
　元吉　 字孫　　大譜載名元示、凝實公長子。行九十七。生乾隆乙丑年九月十四日午時。故乾隆丁未年
十一月二十五日吉時。在淡水遭風而歿。
　元魁　 字孫　　大譜載名元榜、凝纓公次子。行九十九。生乾隆乙丑年十月二十九日午時。故乾隆丙申
年四月二十四日未時。柩寄在浙江省鎭海小港山。
　元毛　 字孫　　凝扶公養子。行又九十九。生乾隆乙丑年十二月二十七日戌時。故乾隆戊戌年又六月
二十七日　時。柩寄在寧波府空心寺内。
　元遠　 字孫　　大譜載名元遙、凝簪公次子。行一百有四。生乾隆丁卯年四月十九日辰時。故乾隆戊寅
年六月二十一日吉時。沈没、不得尸䭡。
　元言　 字孫　　大譜載名元聲、凝堅公次子。行一百有九。生乾隆丁卯年八月初四日辰時。故　　　　
年八月二十三日吉時。䭡在臺灣。
　元註　 字孫　　諡毅侯。大譜載名元品、凝賜媽公五子。行一百十五。生乾隆戊辰年六月初三日酉時。
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故乾隆丁未年五月初一日辰時。䭡在鹿港番仔瓦羊山仔。
　元旺　 字孫　　凝鏡公長子。行一百二十九。生乾隆庚午年十二月初七日未時。故乾隆乙巳年五月
二十八日戌時。溺水、不得尸䭡。
　元葵　 字孫　　凝益公三子。行一百三十二。生乾隆辛未年十月二十日丑時。故嘉慶甲子年六月十六日
寅時。被賊所害、不得尸䭡。
　元讜　 字孫直　凝堅公三子。行一百三十三。生乾隆壬申年二月十九日辰時。在福州省城身故、年月䭡
倶不知。
　元寵　 字孫　　凝藹公長子。行一百三十八。生乾隆癸酉年六月十三日寅時。故乾隆乙巳年十月十七日
巳時。在興化落水身故、不得尸䭡。
　元薀　 字孫　　凝柱公嗣子。即凝冗公三子。繼行一百三十九。生乾隆甲戌年四月初一日亥時。故乾隆
庚戌年三月二十七日酉時。䭡漢洋港夏門澳。
　元朴　 字孫　　凝鏡公次子。行一百四十。生乾隆甲戌年四月初七日丑時。故乾隆戊申年三月二十三日
未時。䭡在福寧府福鼎縣南門外東岐嶺穴坐西向東。
　元聴　 字孫聡　凝際公次子。行一百四十一。生乾隆甲戌年五月初二日亥時。故乾隆乙巳年十月二十四
日巳時。䭡在福寧府龜鎭三沙。
　元諶　 字孫　　凝軫公長子。行一百五十三。生乾隆丙子年五月初七日辰時。故嘉慶癸亥年七月十四日
未時。在淡水港口、遭風沈歿、不得䭡。
　元衛　 字孫　　凝欣公四子。行一百五十七。生乾隆丁丑年六月十一日午時。故乾隆丁亥年十一月
二十五日　時。在淡水遭風沈歿、不得尸䭡。
　元福　 字孫　　凝塄公嗣子。即凝部公次子。繼行一百七十一。生乾隆庚辰年五月二十八日酉時。故嘉
慶戊午年五月十一日巳時。在淡水港口、溺水、不得尸䭡。
　元掇　 字孫　　凝堅公五子。行一百七十三。生乾隆庚辰年七月二十八日卯時。故乾隆乙巳年四月
二十五日巳時。䭡在浙江鎭海縣小港山穴坐南向北。
　元蕚　 字孫　　凝柳公次子。行一百八十九。生乾隆癸未年十二月二十七日未時。故乾隆甲辰年又三月
二十三日戌時。䭡在南澳鳳頂山穴坐東向西。
　元發　 字孫　　凝縣公三子。行一百九十一。生乾隆甲申年九月十九日巳時。故嘉慶甲戌年十月初五日
吉時。往鹿港沈歿、不得尸䭡。
　元勲　 字孫耀　凝甫公四子。行一百九十九。生乾隆丁亥年六月十一日酉時。故乾隆丁未年十一月
二十五日吉時。溺水、不得尸䭡。
　元猴　 字孫爵　凝兩公嗣子。即凝柳公三子。繼行二百有三。生乾隆己丑年二月初九日巳時。故道光丁
亥年八月初三日辰時。䭡在淡水山。
　元比　 字孫　　凝縣公四子。行二百有五。生乾隆己丑年十月初五日丑時。故嘉慶丁巳年四月十三日吉
時。溺水不得尸䭡。
　元闖　 字孫　　凝惠公長子。行二百有六。生乾隆辛卯年三月二十九日巳時。故乾隆癸丑年十月初四日
申時。溺水不得尸䭡。
　元邦　 字孫　　凝尚公次子。行二百有十。生乾隆壬辰年八月十六日戌時。故道光壬午年六月十七日吉
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時。䭡在石浦山。
　元處　 字孫　　凝招公養子。即周家外甥。繼行又二百十三。生乾隆乙未年三月初一日午時。故嘉慶丁
巳年五月初九日未時。䭡鎭海小港門。
　四巻　第十四世
　亨椿　 字謀茂、大譜載名亨萱元綏公嗣子。即元明公四子。繼行九。生乾隆乙丑年六月十四日辰時。故
嘉慶戊辰年三月初一日戌時。溺水不得尸䭡。
　亨棗　 字謀修、元贈公次子。行十五。生乾隆戊辰年十一月二十八日戌時。故嘉慶壬戌年三月初四日巳
時。䭡在興化府莆田縣中門郷。
　亨 　 字謀瑚、元諭公養子。行又十五。生乾隆戊辰年十二月初三日酉時。故嘉慶庚申年九月初五日吉
時。沈没不得尸䭡。
　亨福　 字謀、元成公養三子。行又十九。生乾隆辛未年三月二十八日丑時。故乾隆丙申年七月十六日亥
時。䭡在福寧府福徳縣八都山。
　亨山　 字謀、元総公養長子。行又二十一。生乾隆壬申年五月初四日午時。故乾隆甲寅年八月初十日酉
時。溺水不得尸䭡。
　亨宗炎 　字謀色、元再公嗣子。則元笑公次子、繼行又二十四。生乾隆甲戌年二月十三日丑時。故嘉慶
辛酉年九月十四日吉時。船遭風沈没不得尸䭡。
　亨眼　 字謀　　元群公次子。行三十。生乾隆甲戌年十月二十五日亥時。故乾隆壬寅年六月初六日吉時。
在温州港口沈船不得尸䭡。
　亨艾　 字謀遜號立亭、元明公六子。行三十二。生乾隆乙亥年六月十二日辰時。故道光壬午年六月三十
日午時。在淡水和美山。
　亨䙜　 字謀　　元萬公次子。行四十。生乾隆丁丑年十二月二十二日　時。故乾隆丁未年二月二十二日
巳時。溺水沈没不得尸䭡。
　亨節　 字謀度　元穆公長子。行四十三。生乾隆戊寅年四月十六日辰時。故乾隆己酉年四月十八日戌時。
䭡在福州。
　亨生柔 　字謀　　元興祖公次子。行四十六。生乾隆戊寅年七月初四日酉時。故嘉慶戊寅年十一月
二十三日吉時。船淡水遭風沈没不得尸䭡。
　亨望　 字謀　　元勲公嗣子。即元報公長子、繼行五十。生乾隆己卯年八月二十二日戌時。故乾隆壬辰
年六月二十二日吉時。沈䗦不得尸䭡。
　亨時　 字謀　　元立公長子。行五十一。生乾隆庚申年三月十一日戌時。故乾隆戊申年六月十三日戌時。
䭡在沙庭銅山曽棚處。
　亨義　 字謀　　元壁公養長子。行又五十七。生乾隆辛巳年五月二十三日辰時。故乾隆癸卯年六月十四
日午時。在福州溺水不得尸䭡。
　亨者　 字謀　　元書公次子。行六十九。生乾隆癸未年五月十八日午時。故嘉慶甲戌年十月初三日未時。
沈没不得尸䭡。
　亨張　 字謀　　又名天錫、元壬公長子。行七十一。生乾隆癸未年十月二十日亥時。故嘉慶丁巳年五月
初十日午時。䭡在鎭海塚地内。
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　亨樞　 字謀　　元潘公次子。行七十三。生乾隆癸未年十二月二十五日辰時。故乾隆丁未年十一月
二十五日吉時。溺水不得尸䭡。
　亨旦　 字謀　　元報公次子。行七十五。生乾隆甲申年三月初九日巳時。故乾隆丁未年四月初九日吉時。
沈没不得尸䭡。
　亨䙜　 字謀　　元萬公次子。行四十。生乾隆丁丑年十二月二十二日　時。故乾隆丁未年二月二十二日
巳時。溺水沈没不得尸䭡。
　亨烏　 字謀衣　元苞公嗣子。即后門房元天秀公次子、繼行七十六。生乾隆甲申年五月初九日辰時。故
乾隆甲寅年八月十一日戌時。遭風沈没不得尸䭡。
　亨莪　 字謀　　元老公嗣子。即元慶公三子、繼行七十七。生乾隆甲申年九月十六日辰時。故嘉慶丙寅
年十二月初六日亥時。沈没不得尸䭡。
　亨先　 字謀登　元訓公長子。行七十八。生乾隆甲申年十一月初三日巳時。故乾隆丁未年五月十七日未
時。䭡在乍浦山。
　亨長潤 　字謀河、諡雨渓、元兜公養次子。行又八十四。生乾隆丙戌年三月十五日辰時。故嘉慶丙辰年
十二月三十日子時。遭風沈没不得尸䭡。
　亨極　 字謀　　元丕公次子。行一百十五。生乾隆辛卯年二月二十六日卯時。故嘉慶甲子年八月二十二
日吉時。溺水不得尸䭡。
　亨䖇　 字謀　　元奪公長子。行一百十九。生乾隆辛卯年十一月十一日未時。故嘉慶丁巳年四月十四日
吉時。溺水沈没不得尸䭡。
　亨廷玉 　字謀　　元夏公長子。行一百二十一。生乾隆壬辰年正月初九日酉時。故嘉慶丙寅年十二月初
六日吉時。溺水不得尸䭡。
　亨秋　 字謀香　元壬公次子。行一百三十二。生乾隆癸巳年十月二十七日寅時。故嘉慶癸亥年七月十四
日申時。在淡水溺水不得尸䭡。
　亨樹　 字謀　　元淑公嗣子。即元騫公次子、繼行一百三十五。生乾隆甲午年四月二十一日卯時。故嘉
慶丙辰年五月初三日巳時。䭡在浙江鎭海關照普山。
　亨照時 　字謀　　元都公次子。行一百四十五。生乾隆乙未年九月十五日寅時。故在淡水無設主。
　亨必顕 　字謀　　元天裕公長子。行一百四十七。生乾隆乙未年十一月初五日未時。故年月不知䭡在淡
水山。
　亨森　 字謀　　元密公次子。行一百五十二。生乾隆丁酉年二月十一日未午時。故嘉慶戊寅年十一月
二十三日吉時。船沈没不得尸䭡。
　亨鏺　 字謀　　元禎公五子。行一百五十三。生乾隆丁酉年三月初十日巳時。故嘉慶丁巳年四月十四日
吉時。遭風沈没不得尸䭡。
　亨博　 字謀　　元鼎公嗣子。即元保公三子、繼行一百五十九。生乾隆丁酉年十二月二十二日巳時。故
嘉慶癸亥年七月十四日未時。溺水沈没不得尸䭡。
　亨响　 字謀　　元保公四子。行一百七十七。生乾隆辛丑年十一月初八日子時。故嘉慶癸亥年七月十四
日未時。溺水沈没不得尸䭡。
　亨遇　 字謀　　元佑公養子。行又一百七十八。生乾隆辛丑年　月　日　時。故嘉慶戊午年八月初五日
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吉時。䭡在淡水管蓁籃穴坐東向西。
　亨勞　 字謀　　先元策公養六子。行又一百八十四。生乾隆癸卯年八月十九日巳時。故嘉慶乙巳年三月
初九日吉時。在圍頭港口被賊所害不得尸䭡。
　亨玉帯 　字謀河　元簏公次子。行一百八十七。生乾隆甲辰年正月二十六日巳時。故道光甲申年又七月
初六日申時。䭡在噶瑪蘭23）船簝后望穴坐東向西。
　亨天義 　字謀儀、諡斌園、元從公養長子。行又一百八十七。生乾隆甲辰年正月二十六日午時。故嘉慶
戊寅年七月二十二日酉時。外出安南䭡不知。
　亨乞成 　字謀美、元賀公長子。行一百八十九。生乾隆甲辰年三月二十一日申時。故道光壬午年十一月
初九日吉時。在洋沈没不得尸䭡。
　亨涯　 字謀　　元球公長子。行二百十七。生乾隆壬子年正月初二日辰時。故嘉慶甲戌年十一月初一日
吉時。沈没不得尸䭡。
　亨續　 字謀　　元仰公養子。行又二百四十四。生嘉慶庚申年　月　日　時。故道光丙戌年八月十六日
巳時。䭡在祥海山。
　　第五巻　第十五世
　貞綽　 字垂裕　亨答公長子。行一。生乾隆丙子年六月二十三日午時。故嘉慶戊午年五月十二日巳時。
在福安港没水不得尸䭡。
　貞徳心 　字垂　亨讀公長子。行八。生乾隆癸巳年三月十七日寅時。故嘉慶戊午年五月十六日吉時。沈
没大緝洋、不得尸䭡。
　貞探　 字垂　亨鮑長子。行九。生乾隆癸巳年七月十四日申時。在淡水港沈没、不得尸䭡。
　貞哲　 字垂乂、亨原公次子。行十三。生乾隆乙未年四月初四日戌時。故嘉慶戊午年十二月二十八日戌
時。在臺灣捕魚落水、䭡在安平山。
　貞力　 字垂　　亨富公養子。行又十三。生乾隆丙申年三月二十九日申時。故道光丙戌年六月初九日午
時。䭡在淡水和美營盤浦。
　貞歡　 字垂紳、邑庠生、名彩蟾麋文宗科試取進嘉義學第　名。亨彪公次子。行十五。生乾隆丁酉年正
月二十八日戌時。故道光丁亥年十二月十二日　時。䭡在臺灣笨港山。
　貞鶴　 字垂陰　亨鮑公次子。行十九。生乾隆丁酉年十二月初三日未時。故道光辛巳年六月二十四日午
時。䭡在淡水和美山。
　貞詩　 字垂　　亨杜公子。行二十六。生乾隆庚子年十月二十九日酉時。故嘉慶戊辰年三月二十九日酉
時。沈没不得尸䭡。
　貞盤　 字垂　　亨棗公長子。行二十七。生乾隆庚子年十二月十五日辰時。故嘉慶辛未年四月二十九日
未時。䭡在福州港梅宮嶺山。
　貞疑　 字垂　　亨瓚公次子。行四十九。生乾隆戊申年六月二十一日申時。故道光癸未年四月二十六日
巳時。溺水不得尸䭡。
　貞尚汝 　字垂與　亨知音公長子。行五十一。生乾隆己酉年五月二十八日丑時。故嘉慶丙寅年七月十一
23） 噶瑪蘭は臺灣宜蘭の旧名。
東アジア文化交渉研究 第 2号
162
日午時。船在三沙洋面、被賊所害、溺水不得尸䭡。
　貞敲　字垂　亨區公長子。行七十一。生乾隆癸丑年十月　日　時。殤年月不知、䭡在淡水山。
　貞疑　 字垂洽　亨生柔公長子。行七十二。生乾隆癸丑年十一月初二日戌時。故嘉慶乙亥年二月二十二
日吉時。䭡在淡水山。
　貞鑠　 字垂　　亨添公嗣子。即亨棗公次子、繼行七十五。生乾隆甲寅年十月二十八日辰時。故道光甲
申年七月二十日寅時。䭡在淡水官升林豊美田寮。
　貞尚怎 　字垂　　亨知音公三子。行七十八。生乾隆乙卯年二月二十四日丑時。
　　娶鹿港
　貞斗　 字垂升、亨乂公養三子。行又八十七。生嘉慶丁巳年四月二十六日巳時。故嘉慶甲戌年十月初三
日時遭風沈没不得尸䭡。
　貞正　 字垂　　亨輍公次子。行九十八。生嘉慶己未年六月二十九日戌時。故嘉慶戊寅年七月十五日寅
時。䭡在浙江鎭海乍浦山脚。
　貞盞　 字垂　　亨姜維公嗣子。即亨六順長子、繼行一百有七。生嘉慶辛酉年六月二十九日巳時。故道
光甲申年閏七月二十五日申時。落水不得尸䭡。
　貞尚中 　字垂庸　亨淑輝公四子。行一百有八。生嘉慶辛酉年九月十三日辰時。故道光壬午年十一月初
九日吉時。在淡水遭風沈没不得尸䭡。
　貞語　 字垂　亨生柔公三子。行一百五十六。生嘉慶庚午年十月十一日未時。故道光丁亥年八月初九日
未時。䭡在淡水山。
　　六巻　十六世
　維禾　 字百　貞鋭公養次子。行又六。生嘉慶庚申年七月二十六日申時。故道光丙戌年九月初九四午時。
䭡在淡水和美山。
　以上の記録は、海難で死亡しまたは泉州以外の地で死亡した者を『芝山蔡氏純仁公派譜牒』から抽出
したものである。明らかに海難で死亡した人々が多いことは歴然とした事実である。祥芝の土地的特徴
と言える。即ち男子で健常者であれば必ず木造帆船に搭乗して商船の航運活動や漁船による漁労活動に
従事していたことを知ることが出来るであろう。そこで世代ごとに、死亡率を一覧にしてみた。
表 1　芝山蔡氏の海難死亡者数一覧
9 世 10世 11世 12世 13世 14世 15世
世代人数 21 13 41 103 213 244 156 791
海難死亡人数 1 2 3 9 34 41 19 109
割　合　 % 7.3 8.7 16.0 16.8 12.2 13.7
　蔡氏家譜に見る死亡者の内、祥芝以外の地で亡くなった者の地名が判明するものを世代ごとに表示す
ると次の表になる。
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表 2　『芝山蔡氏純仁公派譜牒』各世代の外地死亡者一覧
9 世 10世 11世 12世 13世 14世 15世 16世 合計
崇武 2 3 5
興化 福 1 1 2
湄州 1 1
福州 建 1 1 2 1 5
福寧 2 1 1 4
鎭海 3 2 5
寧波 浙 1 1
乍浦 1 1 2
南田 江 1 1
温州 1 1 2
南澳 廣 1 1
海南島 東 1 1
臺灣 1 2 3
淡水 臺 5 5 7 1 18
鹿港 灣 2 2
宜蘭 1 1
呂宋（菲律賓） 1 1
安南（越南） 1 1
　家譜『芝山蔡氏純仁公派譜牒』を整理すると、表 1から明らかなように海難で死亡した人数が多い。
特に海難による死亡者のもっとも多い芝山蔡氏の第13世の蔡元徳の誕生が康煕壬辰年で康煕五十一年、
西暦1712年から、蔡元處の誕生年乾隆乙未年が乾隆四十年、1775年であるから最初から最後まで63年間、
そして第14世の蔡亨椿の生年乾隆乙丑年、乾隆十一年、1746年から蔡亨續の生年嘉慶庚申年、嘉慶五年、
1800年、さらに第15世の蔡貞綽の生年乾隆丙子年、乾隆二十一年、1756年から蔡貞語の生年嘉慶庚午年、
嘉慶十五年、1810年までおよそ百年は、清朝にとっても沿海及び海外への帆船航運の盛んな時期であっ
た24）。
　さらに表 2から明らかなように、芝山蔡氏の沿海、海外活動は広範囲に及んでいたことが知られる。
北は浙江省東部沿海の寧波から南は福建を越えて広東南西部の海南島にまで及んでいた。さらに海外は
呂宋即ちフィリピンや安南即ちベトナムまでも活動領域となっていたと考えられる。とりわけ重要な航
運先は臺灣であり、その所在地からみて臺灣は南部ではなく、淡水を中心とする台湾北部の港であった
と見られる。
おわりに
　上述のように、清代泉州晉江船商の沿海及び海外への帆船航運について述べたが、具体的な証拠はこ
れまでの文献史料には記録されることは少なかったが、本稿で述べたように晉江の沿海民衆の家譜史料
を分析することで、沿海・海外活動の実情を如実に見ることが出来るであろう。特に芝山蔡氏の場合、
康煕、雍正、乾隆、嘉慶時期の100年の清朝盛時に相当する時期に北は浙江省東部沿海の寧波から南は
24） 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、2002年 1 月。　松浦章『清代上海沙船航運業史の研究』関西大学出版部、
2004年11月。
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福建を越えて広東南西部の海南島にまで及んでいた。さらに海外は呂宋即ち菲律賓や安南即ち越南まで
も活動領域となっていたと考えられる。とりわけ重要な航運先は臺灣であり、その所在地からみて台湾
は南部ではなく、淡水を中心とする台湾北部の港であったと見られる。
［付記］
　本稿は、2008 年11月25-27日に中国福建省泉州の泉州海外交通史博物館において開催された “海上交
通與伊斯蘭文化” 学術研討会で報告した原稿を加筆訂正したものである。
